
 
 

                                                                   

 

花火・火遊びによる火災の防止 
 

花火を安全に楽しむために 

夏の夜を彩る「花火」。子どもたちにとって楽しみな季節となりました。 

しかし、気軽に楽しめる花火も、取り扱いを誤ると火事や火傷などの事故につ

ながります。次のことに注意して夏の楽しい思い出にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

火 遊 び は 危 険！ 

平成 24年度中の火遊びによる火災の 5割はライターやマッチによるもので

す。特に子どもの火遊びは大人のいない時や人目に付きにくい場所で発生す

ることが多く火災の発見が遅れて消火が困難となり、拡大する恐れがありま

す。火の取扱い、火災の恐ろしさについて次のことに注意しましょう。 
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・広く安全な場所で行い、使用方法を守って正しく使いましょう。 

・風が強く空気が乾燥している時の花火はやめましょう。 

・子供たちだけでは、花火をしないようにしましょう。 

・人や建物には花火を向けないようにしましょう。 

・水バケツを用意し、遊び終わった花火は必ず水につけましょう 

 

・ライターやマッチを子どもの手の届くところに置かない。 

・子どもだけでは絶対に火を取り扱わせない。 

・火災の恐ろしさ・火の取扱い方法についてきちんと知ること。 

問い合わせ先 

千曲坂城消防本部  

戸倉上山田消防署 予防係  

電話 ㈹026-276-0119 

直通 026-275-0599 

 


